



















































































































































































































































































 10) 巻六十上・馬融伝の原文は、1972頁。 
















































 22) 章帝紀の原文は 149頁。











 27) 後漢政権の「校書」に携わった学者集団が、政治的権威の保持や政権維持という大義 (cause) の
ためには、『太史公書』（『史記』）や『漢書』における新莽政権やそれ以前の王朝の史観や礼儀制
度などに関する歴史的事実を「校書」の名目の下に改訂することをも辞さなかった可能性が十分
あると考えられるからである。註１の前掲論文をご参照いただければ幸いです。
付記
　鄧太后の「校書」に携わった学者は、以下に掲げる范曄撰『後漢書』の記載にもとづき特定した。
・巻六十九（上）（儒林列傳）孔僖傳（2562頁）孔僖
・巻七十（上）（文苑列傳）李尤傳（2616頁）李尤
・同じく巻七十（上）（文苑列傳）李尤傳（2616頁）劉珍
・巻五孝安帝紀（215頁）劉珍
・巻十（上）皇后紀（424頁）劉珍
・巻七十（上）（文苑列伝）劉珍傳（2617頁）劉珍、劉騊駼、馬融
・巻六十（上）馬融傳（1954頁）馬融
・巻二十三竇章傳（821–822頁）竇章
・巻六十（上）馬融傳（1972頁）馬融
・巻五十九張衡傳（1940頁）劉珍、劉騊駼、張衡
・巻七十八（宦者列傳）蔡倫傳（2513頁）劉珍、蔡倫
